


聞こえない

見えない

触れない

君はたった一つの答えで

世界の全てを知った気になっている

そうして君は小さな箱の中に

引きこもってしまった

もうここには居たくないと言って

 
僕はドアに耳を当て

何度もノックしながら

君の名を呼ぶけれど

返事は無い

それでも僕は

君に会いたいから

ずっと待っているよ

 
君が飢えてしまわぬように

この身を裂いて血をささげよう

君が凍えてしまわぬように

蔦になって箱を覆ってあげよう

そしていつか君が

答えが一つじゃない事を知り

勇気を持ってそのドアを開けた時

そんな君を祝福する為に

種になって箱の周りを花で囲おう

それまで僕は待ち続けるよ

君は静かに眠ればいい


